
ママ夢ラジオ・パパ夢ラジオ利用規約 
 
 
ママ夢ラジオ・パパ夢ラジオ利用規約（以下「本規約」といいます。）は、株式会社わた
したち（以下「当法人」といいます）が運営し、提供する「ママ夢ラジオ」「パパ夢ラジ
オ」というラジオ制作プロジェクト及びこのプロジェクトに付随して提供するオンライン
コミュニティその他全てのサービス（以下、これらを総称して「本サービス」といいま
す）に関し、当法人及び本サービスを利用するパーソナリティメンバー、サポーターメン
バー（以下、「コミュニティメンバー」といいます）との間に発生する一切の取引・関係
に適用されます。また、入会申込を当法人が入手した時点で、本規約を承認されたものと
します。 
 
 
第1条（本サービスの利用） 
利用者等は、本規約及び次条に定める個別規約等に従って本サービスを利用するものとし
ます。当法人は、利用者等との個別の合意なしに、本サービスの内容を変更し、または提
供を終了することができるものとします。  
 
 
第２条（利用環境等） 
利用者等が本サービスを利用するに当たり使用するネットワーク、コンピュータ、ソフト
ウェア等の利用環境は、利用者等ご自身の負担で用意、整備するものとします。当法人
は、利用者等の利用環境の整備、及び利用者等の利用環境によって生じた損害について、
一切の責任を負いません。 
 
 
第３条（コミュニティ参加条件） 
・ママまたはパパであること。（年齢、婚姻の有無、実子か否かは問わない） 
・「ママ夢ラジオ」「パパ夢ラジオ」を通じ、地域のコミュニティFMの認知向上とリス
ナー獲得に向けて活動してくださる方。 
・コミュニティメンバー、ラジオ局、パートナー企業、出演者等の関係者と円滑なコミュ
ニケーションを取れる方。 
・打ち合わせや勉強会に参加できる方。 
・「ママ夢ラジオ」「パパ夢ラジオ」が地域から必要とされる番組となるよう、子育て情
報、地域情報、防災情報などに対し、幅広い視野を持って番組を一緒に作ってくれる方。 
・公共の電波を通して発信するという責任を理解し、あらゆる立場にある人の視点に立ち
ながら、表現などについてできうる限りの配慮ができる方。 
・番組制作を通して積極的に地域との関係性を作る意思のある方。 
 
 
第４条（契約の成立、所有権の移転及び危険負担） 

 



本サービス上で利用者等が本サービスの申込みをした場合、当法人から申込み承諾の連絡
が送信された時点で利用者等の申込みは承諾され、契約が成立することとします。第５条
および第６条にて成立した契約のうち、継続的なサービス提供により年間の代金が発生す
る内容のものについては、契約の成立日及び解除日にかかわらず、年間代金について月割
りまたは日割り計算を行いません。 
 
 
第５条（パーソナリティメンバー） 
１.   パーソナリティメンバーとは、本規約の遵守に同意した上で、当法人所定の手続に
よって会員登録を申込み、当法人が承諾した者をいいます。  
  
２．活動期間は、メンバーになる者がメンバー登録を申込み、当法人が承諾した日から２
０２７年３月３１日までとなります。その間、参加した地域のコミュニティFMまたは
ネットラジオ局で放送されるラジオ番組を制作し、出演することができます。制作とは、
番組の企画、構成、取材、広報およびそれに付随するすべての活動を指します。 
 
３．「ママ夢ラジオ」または「パパ夢ラジオ」各拠点のパーソナリティメンバーとして、
拠点運営を行っていただきます。拠点運営とは、コーディネーター・広報などを担当し、
番組の円滑な放送や「ママ夢ラジオ」「パパ夢ラジオ」の認知向上のために各種活動を
行っていただくものです。 
　 
４．メンバーが活動期間を通して出演できる回数は、拠点によって異なります。（出演シ
フトおよび形態は拠点でのミーティングにより決定します。） 
 
５．全国のパーソナリティメンバーおよびサポーターメンバーが参加する「コミュニティ
メンバー」としても活動していただきます。 LINEグループやオンラインミーティング等
を通じて、全国のコミュニティメンバーとの交流を図ることができます。 
 
６．ママ夢ラジオ事務局が主催するパーソナリティ限定勉強会に参加することができま
す。（全６回程度のパーソナリティ研修は必須受講コンテンツとなります。） 
 
７．パーソナリティメンバーとしての活動を行うにあたり、「ママ夢ラジオ」「パパ夢ラ
ジオ」オリジナルTシャツをご購入いただきます。購入にあたっては別途ご案内します。 
 
８．２０２７年１月を目処に、次年度の更新についてご案内を送付します。 
 
 
第６条（サポーターメンバー） 
１.   サポーターメンバーとは、本規約の遵守に同意した上で、当法人所定の手続によって
会員登録を申込み、当法人が承諾した者をいいます。  
 

 



２.  活動期間は、メンバーになる者がメンバー登録を申込み、当法人が承諾した日からメ
ンバーが活動辞退の旨を、ママ夢ラジオ・パパ夢ラジオ事務局（info@mamayumeradio.com
）へ申し出た月の月末までとし、その間、参加した地域のコミュニティFMまたはネット
ラジオ局で放送されるラジオ番組を制作することができます。制作とは、番組の企画、構
成、取材、広報およびそれに付随するすべての活動を指し、番組への出演はできません。 
 
３．「ママ夢ラジオ」または「パパ夢ラジオ」各拠点のサポーターメンバーとして、拠点
運営にも出来る範囲でご協力いただきます。拠点運営とは、コーディネーター・広報など
を担当し、番組の円滑な放送や「ママ夢ラジオ」「パパ夢ラジオ」の認知向上のために各
種活動を行っていただくものです。 
 
４．全国のパーソナリティメンバーおよびサポーターメンバーが参加する「ママ夢ラジオ
コミュニティメンバー」としても活動していただきます。 LINEグループやオンライン
ミーティング等を通じて、全国のコミュニティメンバーとの交流を図ることができます。 
 
 
第７条　（禁止事項） 
当法人は、コミュニティメンバーが活動期間中に以下の事由に該当する行為を行うことを
禁止します。入会後に下記の行為が判明した場合、運営にて協議の上、退会処分とするこ
とがあります。 
 
・番組内における、政治・宗教・思想団体に関する発信・発言は禁止します。（身体的・
精神的、セクシャリティ等の特徴についてなど、センシティブな発信については熟慮の
上、必要があれば事務局へ台本の考査を依頼してください） 
・「ママ夢ラジオ」・「パパ夢ラジオ」の活動理念をご理解いただけない場合 
・番組制作に関わる打ち合わせや取材、パーソナリティ研修やコミュニティ活動に特段の
事情なくご参加いただけない場合 
・コミュニティメンバーおよび事務局との連絡やコミュニケーションが円滑に取れないと
判断した場合 
・当法人からの再三の指導にもかかわらず、コミュニティメンバーとして不適切であると
認められる発言または発信を行ったり、リスナーや関係者からの苦情が発生した場合 
・ネットワークビジネス・マルチビジネスへの勧誘･宣伝に関する行為  
・先物取引への勧誘･宣伝に関する行為  
・政治・宗教・思想団体への勧誘行為  
・個人情報の詮索・収集を目的をする行為   
・反社会的勢力等（暴力団、暴力団員、右翼団体、反社会的勢力、その他これに準ずる者 
を意味します。以下同じとします。）である、または資金提供その他を通じて反社会的勢
力等の維持、運営もしくは経営に協力もしくは関与する等反社会的勢力との何らかの交流
もしくは関与を行っていると当社が判断した場合 
・迷惑行為が認められた場合 
・その他、当法人が活動停止に値する行為と判断した場合  

 



 
 
第８条　（メンバー登録申請承認） 
当法人は、コミュニティメンバー登録の申請者に以下の事由があると判断した場合、メン
バー登録の申請を承認しないことがあり、その理由については一切の開示義務を負わない
ものとします。 また、入会後に下記の活動が判明した場合や、情報提供があった場合は、
双方協議の上、退会処分とします。 
 
・当法人所定の方法によらず登録の申込を行った場合  
・利用登録の申請に際して虚偽の事項を届け出た場合  
・本規約に違反したことがある者又はその関係者であると当社が判断した場合  
・本規約に違反するおそれがあると当社が判断した場合 
・反社会的勢力等（暴力団、暴力団員、右翼団体、反社会的勢力、その他これに準ずる者
を意味します。以下同じとします。）である、または資金提供その他を通じて反社会的勢
力等の維持、運営もしくは経営に協力もしくは関与する等反社会的勢力との何らかの交流
もしくは関与を行っていると当社が判断した場合 
・その他、当社が利用登録を相当でないと判断した場合 
 
 
第９条（登録事項の変更） 
コミュニティメンバーは、氏名、住所、クレジットカード番号及び有効期限並びにその他
メンバー登録の際に登録した内容に変更があった場合、すみやかに当法人 
（info@mamayumeradio.com）へ変更を申し出るものとします。 
 
 
第10条（利用料金） 
・本サービスを利用するコミュニティメンバーは、当法人に対し、当法人が別途定める料
金を、一括または毎月、本サービスの利用料金として支払うものとします。 
・本サービスの内容変更等により、利用料金を改定する場合があります。なお、利用料金
を改定する場合は、当法人は所定の方法により会員に事前に通知するものとします。 
 
第11条（支払時期および方法） 
・コミュニティメンバーは本サービスの利用期間に相当する期間の本サービス利用料を1
ヶ月分毎に支払います。（２０２６年２月下旬を目処に、オンライン決済フォームにて所
定の手続きにて支払いを行っていただきます。） 
 
 
第12条（本サービスの利用期間） 
本サービス利用期間の計算は、コミュニティメンバーが本サービスの申し込みをし、当法
人がそれを承諾した日を第１日目とします。以降、支払いを行った分の期間まで、本サー
ビスを利用できるものとします。 

 



 
 
第13条（返金について） 
本サービス利用開始後に退会する場合、お支払いただいた代金の返金は原則致しません。 
 
 
第14条（本サービスの停止） 
コミュニティメンバーは退会申込手続を行うことで、本サービスを停止することができま
す。また、以下の場合は、当該メンバーより申し出がない場合でも活動を停止したとみな
し退会処分とします。なお、当法人が行う下記の行為により利用者に生じた損害につい
て、一切の責任を負いません。 
 
​​・当法人からの問い合わせその他の回答を求める連絡に対し30日間以上応答がない場合 
・当法人が当該メンバーの死亡を知った場合 
 
第15条（免責） 
・天災地変、感染症の流行、法令・規則の制定改廃、停電、通信回線やコンピュータ等の
障害・システムメンテナンス等による中断・遅滞・中止・データの消失、データの不正ア
クセス、輸送機関や設備の事故等の不可抗力により、本サービスの一部または全部が停止
する場合に利用者等に生じた損害について、当法人は一切の責任を負いません。 
本規約における当法人の責任は合理的な努力をもって本サービスを運営することに限られ
るものとし、当法人は本サービスの正確性、最新性、有用性、信頼性、適法性、特定目 
への適合性、第三者の権利を侵害していないことを含め一切責任を負わず、またいかなる
保証もなされません。 
・当法人は、当法人のウェブページ、サーバー、ドメインなどから送られるメール及びコ
ンテンツに、コンピュータウイルスなどの有害なものが含まれていないことを保証しませ
ん。 
・コミュニティメンバーが本規約等に違反したことによって生じた損害については、当法
人は一切責任を負いません。 
・当法人は、本サービスに関して、利用者等と他の利用者または第三者との間において生
じた取引、連絡または紛争等について一切責任を負いません。 
・当法人は、利用者等による本サービスの利用に関連して、コミュニティメンバーに対す
る責任を負う場合には、当法人の故意または重大な過失による場合を除き、コミュニティ
メンバーに現実に生じた通常かつ直接の損害に限り、これを賠償するものとします。な
お、特別な事情から生じた損害（損害の発生を予見し、または、予見し得た場合を含みま
す。）については、責任を負いません。 
 
 
第16条（損害賠償） 
・コミュニティメンバーは、本サービスを利用してなされた一切の行為及びその結果につ
いて、責任を負うものとし、本サービスの利用に関連して当法人に損害を与えた場合、当

 



法人に対しその損害を賠償するものとします。 
・第三者から苦情その他の情報提供等があった場合、コミュニティメンバーおよび当法人
は速やかに相手方に連絡すると共に必要な情報を交換し、双方協力して問題解決を図るも
のとする。  
・当法人が利用者等の代わりに支払いを余儀なくされた金員がある場合、コミュニティメ
ンバーは当法人に対しその損害を賠償するものとします。 
 
 
第17条（準拠法及び合意管轄） 
本契約の準拠法は日本法とし、本契約に関して発生する紛争については、静岡地方裁
判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 
 
 

第18条（利用規約の改定） 
当法人は、以下の場合に、事務局の裁量により、利用規約を変更することができます。 
（１）利用規約の変更が、ユーザーの一般の利益に適合するとき。 
（２）利用規約の変更が、契約をした目的に反せず、かつ、変更の必要性、変更後の内容
の相当性、変更の内容その他の変更に係る事情に照らして合理的なものであるとき。 
改定後にメンバーが本サービスを利用した時点で利用規約の変更に同意したものとみなし
ます。 
 
 
本規約は当法人所定の手続によって会員登録を申込み、当法人が承諾した日から２０２７
年３月末日まで有効とします。 
 

以上 
 
 
 

 
　 

静岡県伊豆の国市原木６２７ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　株式会社わたしたち 

                                                                         代表取締役　　中野　歩 
 
 

ママ夢ラジオ事務局 
代表　竹岡　望 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　 

 


